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有限会社不動プラスチックス製作所
（八尾支部）

今回は大阪府八尾市太田新町にある㈲不動プラスチックス製作所の取締役社長 山本 信隆様を訪ね

ました。

創業時は「富士プラスチック工業所」という社名で開始しました。日本一といえばやはり富士山で

あり、日本一を目指す目的で、富士という名前にしました。数ある製造種目の中からプラスチックを

選んだのは、鉄や木と違い様々な形に変形させやすく、今後最も伸びる可能性があると感じたためで

す。

当初は八尾市太子堂の貸工場で開始しました。資本力がなければ長く続けることができないと考え、

資本力を高めるために、特に工場の外見に気を配りました。おかげさまで工場は評判となり、国内だ

けでなく海外の方にも見学に来て頂き、新しく工場を作る際のモデル工場にして下さった方もいまし

た。現在の太田新町には、平成 11 年 4 月に移転致しました。

本社住所
大阪府八尾市太田新町 7 丁目 5 番

地の 1
電話／FAX 072-948-8568／072-948-8667
資本金 300 万円

創業

昭和 40 年 1 月 富士プラスチッ

ク工業所として創立。その後、昭

和 40 年 8 月 称号を現在の「有

限会社不動プラスチックス製作

所」へ改める。

成形機 縦型 1 台 横型 12 台

会社の歴史



（左）スライド式ハンドル

（アッセンブリ品）

（右）取手（硬質塩ビ）

工場内

現在は、大手建材メーカーの住宅部品や機構部品、精

密部品を中心に受注・生産しています。同業の方からは

「なぜそんな大手から受注ができるのか」とよく聞かれ

るのですが、答えは顧客第一主義の徹底と顧客とのコミ

ュニケーションにあると思っています。納期及び高品質

を徹底させ、例え少量ロットの発注であっても顧客の要

望に応えるという、基本的なことですが、基本であるだ

けに維持・徹底が難しいようです。他社では少量ロット

の発注だと価格や手間を考慮した結果、採算性の悪さか

ら受注をお断りするケースもあるようです。しかし、最

後はやはり人と人。利益だけではなく、お客様の喜びを

第一に考えることが重要だと思っており、私はお客様に

喜んで頂ける製造現場でありたいと思っています。

まずは、試作品製作から量産まで一貫して請け負う『一貫生産体制』です。試作品の発注から量産

まで、途中に他社を通さないのでコストカットは勿論、お客様の「こうして欲しい」という思いを直

接受け取る事ができるうえ、お客様と一緒に現場で打合せやものづくりまでできることが強みです。

次に、行動力です。例えば、今すぐ生産開始が必要になっても、当社では金型はもちろん原料も常

に保管・管理してありますし、万一原料が不足した場合でも近隣に商社がありますので素早く対応で

きます。急な発注であっても雑談をしている間に試作品を完成させる、といったことも可能で、この

素早い対応力・行動力が強みです。

最後に、社員教育の徹底です。社員は、常に教育し、知識と資格を持たせるようにしています。基

本的なことですが、特に「5S」の徹底が重要です。「成形不良ゼロ」「混入不良ゼロ」「欠品不良ゼ

ロ」を実現させ、高品質を保つためには、5S が不可欠ですから。現在、品質不良を徹底して排除でき

ているのは、この 5S が徹底して守られているという裏付けでもあると思っています。

自社の強み

事業内容と方針



企業は地域住民のために存在するべきです。企業が潤うと市に納める法人税が増え、それは地域住

民の市民税の減額へと繋がります。もちろん企業の増収は従業員の給与増にも繋がりますから、企業、

従業員、地域住民の全員が幸せで繋がります。そのためにまず必要なのは、従業員の幸せです。私は

従業員も家族だと思っており、家族を幸せにすることは当然です。企業は同じ志を持つものが集う場

所であり、ここで共に働く人と幸せをわかちあい、この会社で働いてよかったと思ってもらいたいと

考えています。

残念ながら、現在の価格競争は業界内での潰しあいになっているように感じます。多くの企業が少

しでも多くの利益を確保しようとする傾向が強く見受けられますが、企業の存在意義からいっても、

本来利益とは企業、従業員、地域住民の社会全体で共有すべきものです。ある程度利益を確保できて

いる企業は、利益確保分の仕事以外は仕事の少ない企業へ仕事を振り分けるべきと思っています。こ

ういった流れを発信する第一歩として、大手建材メーカーのモデル工場になる事を目標にしています。

モデル工場になることで必要な利益を確保し、それ以上の仕事は他社へ配分する。それにより私たち

は空いた時間を使い、より高品質・高機能の商品開発に力を注ぐことで業界の一歩先、二歩先を進む

企業を目指したいと思っています。

企業同士が共に助け合い、地域産業の発展を担うことを目標とするために、協会には各企業の独自

性を活かして共に頑張ることを応援し、企業にとって協力しあえる友であって欲しいと思います。

※ 会社を訪問して ※

『利益より家族（従業員）を優先する方針が高品質を実現させ、顧客満足度を引き上げる。顧客満

足が新たな取引先の紹介や商品の開発のアイデアへと繋がり、その増収が企業が成すべき社会貢献へ

と繋がっていく』。会社創業時からこの循環を理想として行動されてきた山本社長の理想を現実にする

ための信念が、現在の大手建材メーカーからの受注や顧客満足度に繋がっているのだと感じました。

特に今回のお話で特に印象深かったのは、「基本ゆえに維持・徹底が難しい」いうお言葉でした。何事

でも「基本が大事」とよく聞きますが、その基本が徹底できているかどうかによって差がでている具

体的なお話をお聞きし、改めて基本の重要性を学ぶことができたように感じます。

◎ありがとうございました

取材：事務局 平田・山下

※本記事記載の情報については、2014 年 7 月 28 日現在のものとなります。

最も大事にしていることについて

現在、そして将来の目標について

掲載希望の方は事務局（06－6214－8300）までご連絡ください。

協会への要望


